
dbook の意義と役割
ｅ教科書作成の標準仕様としての dbook
　dbook はｅ教科書作成の標準仕様を提案するための仕組みである。
　ＳＷＦファイル形式はWebページ表現の標準となりつつある。そのＳＷＦファ
イルをＸＭＬで独自のタグを使って表現する仕組みが dbook である。
　dbookはさまざまなソフトウェアから作り出されるＳＷＦファイル、フラッシュ
で作成するＳＷＦムービー、そして画像ファイル（ＪＰＧ）を、画面に自由に配
置できる。
　これまでは一部のプログラマーしかできなかったシミュレーション教材などが、
デザイナーやＤＴＰ技術者でも作ることを可能にしたのが dbook である。
　dbook の仕様を考え出したのが（株）ゼータであり、それをｅ教科書作成のツー
ルとして教科書、教材メーカーに提案しているのがＮＰＯ法人地域学習センター
ゆーらっぷである。

ｅ教科書作成ツールからｅ教材作成ツールへ
　dbook によるｅ教科書は平成１７年版小学校教科書用に作成されている。そし
て dbook 仕様による平成１８年版中学校教科書用のｅ教科書教材が複数の教科書
会社によって開発が進められている。
　ｅ教科書作成のために考えられた dbook は、平成１６年度ｅ黒板研究会の実践
授業で利用され、現場から高い評価を得て、教師によるｅ教材作成ツールとして
利用されることになった。

dbook は児童用Web表現ツールから始まった
　dbook は平成１２年度ＩＰＡ事業で遠隔共同学習の際の児童用ノートとして開
発されたものをベースに平成１４年度ｅスクェア事業で国際共同学習用ノート
（ｉＮｏｔｅ）として改良が加えらた。その後ＮＰＯゆーらっぷによって児童用
Web 表現ツールとして普及を図る際に、ＳＷＦファイルの貼り込み機能が加えら
れた。

ＸＭＬとは、
　文書やデータの意味や構造を記述するためのマークアップ言語の一つ。
　マークアップ言語とは、「タグ」と呼ばれる特定の文字列で地の文に構造を埋め
込んでいく言語のことで、XMLはユーザが独自のタグを指定できることから、マー
クアップ言語を作成するためのメタ言語とも言われる。

　したがって、dbook は、児童のWeb表現のための機能が豊富に揃っている。
教師によるｅ教材作成の機能は付随的な機能であるともいえる。

ｅ教材閲覧機能＝ｅ教材ビューワ
　dbook が書き出すｅ教材は単にスキャンしたプリント教材を拡大表示する
だけでなく、教材を閲覧するためのビューワ機能が用意されている。画面に
書き込むエンピツやマーカー、直線や多角形、分度器やコンパスなど。そし
て書き込んだ図を移動したり回転したりするオブジェクト操作機能を備えて
いる。
　これらの機能は１６年度ｅ黒板研究会で調査研究した結果備えられた機能
である。

作図ツールＧＣＬとの連携
　ＧＣＬはＸＭＬで記述される数学記述言語である。（株）ゼータと愛知教育
大学飯島研究室によって開発が進められている。
　dbook もＸＭＬによってページ表現をしており、ＧＣＬをｅ教材に取り込む
ことが可能になった。
　これによって算数・数学のｅ教材は単なる閲覧装置から数学教材として大
きな役割を担うことが可能になった。
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データの準備
１．プリント教材の準備
２．スキャナで取り込む。
３．dbook の work フォルダを開く。
４．スキャンデータをanimフォルダに入れる。
デジタル教材の編集
１．dbook を起動する。
２．アニメーションボタンをクリックする。
３．取り込んだプリントデータを選択する。
４．「ほぞん」ボタンを押して保存する。
５．「ほぞん」ボタン横の▼ボタンを押して
　　「デジタル教材書き出し」を選択する。
デジタル教材の実行
　デジタル教材は保存ファイル名と同じ名前の
フォルダに入っています。
　dbookLauncher.exe をダブルクリックして
起動します。

dbook デジタル教材の作成

●プリント教材をプロジェクタスクリーンに映し出す。

●必要な部分だけを拡大表示できる。
●拡大、縮小しても鮮明に映る。

●注意事項を書き込むことができる。

［デジタル教材の要件］

［dbook デジタル教材の作り方］

※スキャンデータは animフォルダに入れる



dbook　Web表現ツールの機能

「ぬりの色」が線の中央部分の色「枠の色」が線の縁取り部分の色
になります。それぞれの太さをスライドバーで変えることができ
ます。

直線

範囲指定

曲線

ふで

もじ

文章

ぬり

四角 円

消しゴム

アニメ

写真

ドラッグして四角で囲む形で範囲を指定します。
その範囲にある絵をけしたり、移動したり、リンクをつけるなど
いろいろな操作の基本になります。

太さや濃さを選択できます。虹色もあります。

四角形の対角線となる２点をドラッグ
で指定することによって描きます。
また，塗りの色，縁取りの線の色を変
えることができます。中を塗らず，縁
取り線だけにしたいときは，画面左下
の「ぬりの色なし」のチェックボック
スをクリックして，チェックマークを
いれます。解除する場合は，もう一度
クリックします。

一文字ずつ色を変えたり縁取りしたりなど
修飾文字を書きます。「もっといろいろ」を
使うと斜めにしたり下線を引いたり、まと
めて書くことができます。
低学年向けに「もじパレット」を用意しま
した。

色を塗ることができます。マウスカー
ソルが変わって「＋」の中心部分がい
ろ塗りの中心となるポイントとなりま
す。

文章を入力することができます。これはテキストボッ
クスとして機能します。あとから移動や修正が可能
です。テキストボックスの上に線を描いたりするこ
とはできません。

かいた絵や文字、写真などを消すことが
できます。

写真は貼ったとき、別の操作を選ぶまでは大きさ
を変えたり位置を変えることができます。

フラッシュムービーを貼ります。
後から移動したり、大きさを変え
たりすることができます。

スタンプ



えんぴつえんぴつ

マーカーマーカー

エリア拡大エリア拡大 虫眼鏡でエリアを指定するとその部分だけが拡大表示さ
れます。他の部分は白いマスクをかけた状態になります。

数字を選ぶとそのページに移動します。

消しゴムはかいたものをひとつひとつ
消します。

ごみ箱はかいたものすべてを一度に消
します。

多角形ツールなどでかいた
図は、矢印カーソルでエリ
ア指定をすると、オブジェ
クトとして操作することが
できます。
回転、裏返し、拡大、縮小
ができます。

ページ移動ページ移動

最初のページへ
前ページへ 次ページへ

オブジェクト操作オブジェクト操作

スタンプスタンプ

文房具文房具

消しゴム消しゴム

ごみ箱ごみ箱

直線直線

折れ線折れ線

多角形多角形

円円

えんぴつ、消しゴムえんぴつ、消しゴム

直線、多角形、スタンプ、直線、多角形、スタンプ、文房具文房具

dbook デジタル教材閲覧機能 dbook で構成したデジタル教材を閲覧する機能です。
閲覧中に書き込んだ線や多角形は、プログラムを終了するまで
保持されます


